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無線ユニット（ＡＫＵ－６７） 

マニュアル 

～注意～ 
本製品は、許認可済み無線機です 
無断で分解・改造を行うことは法律で禁じられています 
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図１ システムブロック図
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２．仕様 
 
２．１構成 
 
２．１．１本体 

機器名称  無線ユニット 
品番    ＡＫＵ－６７ 

  
２．２外観構造 
 
２．２．１取り付け方法 
 取付用穴２カ所 呼び３ネジで固定 
 
２．２．２寸法 
 高さ：約１２．１ｍｍ 幅：約３６ｍｍ 奥行き：約５７ｍｍ 
 
 
２．３各部の名称と機能 
 
２．３．１表示部 

（１） 送信ＬＥＤ（緑ＬＥＤ）  ： 無線送信時に点灯する。  
  

（２） 受信確定ＬＥＤ（赤ＬＥＤ）： 無線受信確定時に点灯する。 
 
２．３．２操作部 
 （１）プッシュＳＷ  
       プッシュＳＷを押下すると、シリアル通信でバージョン番号を返す。 
 
２．３．３インターフェース部（６ピンコネクタ） 
詳細は、７．外観図を参照 
ピンＮｏ 端子名 端子説明 
１ ＶＣＣ 電源。 

２ ＧＮＤ グランド。 

３ ＴＸ シリアル出力端子。接続機器へシリアルデータを出力する。 

４ ＲＸ シリアル入力端子。接続機器からシリアルデータを入力する。 

５ ＳＴＢＹ スタンバイ入力端子。Ｌｏ入力でスタンバイ状態に移行するた
め、接続機器側からは通常時Ｈｉ信号を出力すること。 

６ ＳＴＯＰ＿ＳＥＮＤ 通信制御報知出力端子。送信禁止時間等で無線の送信が行えない
ことを接続機器に報知する。（Ｈｉで通信制御中） 
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２．４電気的仕様 
 
２．４．１電源仕様  
（１）動作電圧範囲  ＤＣ ２．２Ｖ～ ３．３Ｖ 

            （定格入力電圧 ＤＣ３Ｖ） 
 

（２）消費電流     送信時  ３５ｍＡ以下 
（定格電圧時）     受信時  １６ｍＡ以下 

      
 （３）電源          接続機器から供給 
 

 
２．４．２伝送・通信仕様 
（１）無線局の種別     特定小電力無線局テレメータ用、テレコントロール用及び 

データ伝送用無線設備 
（ＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｔ６７準拠） 

 
（２）通信方式       単信方式 
（３）送受信周波数    ４２０Ｍ帯域 

４２９．１７５０MHｚ、４２９．１８７５MHｚ 
４２９．２０００MHｚ、４２９．２１２５MHｚ 
上記４波より１波選択（ＳＴＤ－Ｔ６７） 

（４）発振方式    ＰＬＬ周波数シンセサイザ方式 
（５）空中線形式    内蔵チップアンテナ 
（６）送信仕様 

 電波形式    Ｆ１Ｄ 
 変調方式    直接変調による２値ＦＳＫ 

(ＵＡＲＴ―ＮＲＺ方式) 
 変調速度    ２４００ｂｐｓ 
 空中線電力    １０ｍＷ 
 占有周波数帯幅    ８．５ｋＨｚ以下（内部測定端子にて） 
 スプリアス発射の強度 ２．５μＷ以下（内部測定端子にて） 
 隣接チャネル漏洩電力 ４０ｄＢ以上（内部測定端子にて） 

送信時間制限    連続送信時間 ４０秒以下（ＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｔ６７） 
      送信休止時間 ２秒以上 
 
（７）受信仕様 

 受信感度    －１０５ｄＢｍ以下 
 通信距離    見通し１００ｍ 
      但し、使用環境により変動する。 
 副次発射強度    ４０００μμＷ以下 
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２．５有線仕様 
 
２．５．１有線通信部基本仕様 
 （１）通信プロトコル    ９６００ｂｐｓ 
 （２）データ長    ８ビット 
 （３）パリティビット    無し 
 （４）フロー制御      無し 
 （５）通信バッファ     ７０ｂｙｔｅ 
 
 
２．６信頼性仕様 
 
２．６．１使用環境温度、湿度範囲 

使用環境温度範囲   ０～５０℃ 
 使用環境湿度範囲   ３０～９０％（相対湿度）※結露なきこと 
  
２．６．２保存環境温度、湿度範囲 

保存環境温度範囲   －１０～６０℃ 
保存環境湿度範囲   ３０～９０％（相対湿度）※結露なきこと 

 
２．６．３その他 
 信頼性試験仕様にて規定  
 
２．７認許可 
 
（財）テレコムエンジニアリングセンタ 技術基準適合証明機器 

（ＡＲＩＢＳＴＤ－Ｔ６７） 
  ※分解・改造禁止 
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３．機能 
 
３．１メッセージ伝送機能 
 
① 無線ユニットは、接続された報器からの有線データ入力イベント発生まで、受信状態
で待機する。 

② 無線ユニット１は登録された無線ユニット２が存在し、かつ有線データ入力イベント
が発生した場合に、無線ユニット２に対して受信データを無線送信する。 

③ 無線データを受信した無線ユニット２は、接続された機器に対して有線データを出力
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３－１ 無線ユニット送信シーケンス 

３．１．１有線データ入力 
  
 （１）有線通信状態設定Ｂ＝１、Ｂ＝２の場合（有線コマンド説明後記参照） 
    送信したいメッセージの前後にＳＴＸ（０２ｈ）、ＥＴＸ（０３ｈ）を付加する。 
   
    例）“ＡＢＣ”を送信する場合  ＳＴＸ＋“ＡＢＣ”＋ＥＴＸ 
 
 
有線 
 
 
無線 
 

図３－２ 有線データ入力時動作① 

（２）有線通信状態設定Ｂ＝０の場合（有線コマンド説明後記参照） 
    有線データ受信後、データが無い時間が５０ｍｓ継続した場合、または、有線デ 

ータバッファがいっぱいになった場合にデータを無線送信する。 
   
    例）“ＡＢＣ”を送信する場合   “ＡＢＣ”を受信後５０ｍｓ待つ 
 
有線 
 
 
無線 
 

図３－３ 有線データ入力時動作② 

無線ユニット１

ＡＢＣデータ 
無線送信 

有線データ 
『ＡＢＣ』入力 

機器１ 

無線ユニット２

機器２

有線データ 
『ＡＢＣ』出力 

STX＋“ABC”＋ETX（＋BCC）

STX＋“ABC” ＋ETX

“ABC” 

“ABC” ５０ｍｓ

無線送信設定時間

無線送信設定時間
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３．１．２有線データ出力 
 
  ・１メッセージの通信フォーマットは前述の設定Ｂが有効となる。 
  ・無線受信が確定した場合、有線へデータを出力する。 
  ・フレーム連送により、同一電文を複数回受信した場合、有線では１メッセージ分のみ

送信する。 
 
 
 
無線 
 
 
有線 
 

図３－４ 有線データ出力時動作 

３．１．３無線データ送信 
   
・有線から有効なデータを受信した場合、そのまま無線送信する。 
 但し、送信したい無線ｃｈに他の電波が存在していると判断される場合、空きと判定
されるまで、無線送信は行わない。 

  ・送信フレーム数は、設定Ｆにて変更可能。（有線コマンド説明後記参照） 
 
３．２登録機能 
 
 無線ユニットは固有のＩＤ番号を付与し出荷する。同一システムと認識するための作業は
各々接続機器との有線通信により行う。また、この登録は増設・消去に対応できるよう再登
録可能な方法とする。 

MSG１ MSG２ MSG３ MSG４

MSG１ 

連送データは１回のみ有線送信 



 
 
３．機能 

 7
 

 
３．３スタンバイ機能 
 
 接続機器インターフェースのＳＴＢＹ端子により無線ユニットをスタンバイ状態に移行
するか否かを設定することができる。ＳＴＢＹ端子の立ち下がりで、スタンバイ状態に移行
（無線通信関連の電源をオフ・有線通信関連の動作を停止し、ＣＰＵも低消費電力状態で待
機）する。 
但し、スタンバイ移行設定時に無線送信動作中の場合は、ソフト上で無線送信終了をまっ
てからスタンバイ状態に移行するものとする。 
尚、通常状態へ復帰する場合もスタンバイ端子の立下り検知により確定するため、スタン
バイ状態から通常状態へ復帰させる場合には、下図の通りＳＴＢＹ端子を立ち上げ→立ち下
げ(注１)→立ち上げの動作をおこなう必要がある。 
 
（注１） 立ち下げ時間が長い場合、再度スタンバイ状態に移行する。 

このため通常状態へ復帰時のスタンバイ端子の立ち下げ時間は１０ｍｓ以内で
制御する必要がある。 

 
 
 
 
スタンバイ端子 
 
 
 
 
無線送信 
 
 
  
状態切り替え 
 
 

図３－５ ＳＴＢＹ端子と状態切り替え動作 

 
スタンバイ状態から通常状態へ復帰させた場合、有線コマンドが入力可能になるまでに２０
ｍｓ程度の時間が必要である。 
 
 
  
状態切り替え 
 
 
 
有線データ入力 
 
 

図３－６ スタンバイ復帰直後の有線データ入力タイミング 

スタンバイ スタンバイ 通常 通常

スタンバイ移行要求 スタンバイ移行要求

１０ｍｓ以内

２０ｍｓ以上

スタンバイ 通常
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３．４通信制御機能 
 
 特定小電力技術基準に基づき、下記の送信時間及び送信休止時間の制限を設ける。 
 「前回の送信終了から送信休止時間（2100ms）以上経過していない」かつ、「送信休止
時間経過後初めての送信から連続送信許可時間（35s）以降に送信を行う」場合は、前回
の送信終了から送信休止時間が経過するまで送信開始を保留する。 
  尚、送信保留中は、その旨を接続機器に知らせる手段としてインターフェースのＳＴＯ
Ｐ＿ＳＥＮＤ端子（送信保留中：Ｈｉ）を使用する。 

 
 また、送信要求を受けてから、無線送信準備終了(送信データの作成終了)までは、送信要
求を受け付けない。そのためこの間もＳＴＯＰ＿ＳＥＮＤ端子をＨｉにして、通信制御中
であることを報知する。 

 
 
 
 
送信要求 
（LINE RX） 
 
無線送信 
 
 
 
ＳＴＯＰ＿ＳＥＮＤ端子 
 
 

図３－７ 通信制御端子と送信動作 

 
３．５無線送信の遅延 
 無線ユニットは、無線送信を行う前に送信する周波数ｃｈでキャリアセンスを行う。その
際に送信する周波数ｃｈに他の電波が存在していると判断された場合、空きと判定されるま
で、無線送信は行わない。また、この間に新たな送信要求が発生した場合は、新しい送信要
求を受付、古い送信要求は無視する。（送信データの上書き） 
送信保留中は、その旨を接続機器に知らせる手段としてＳＴＯＰ＿ＳＥＮＤ端子（送信保
留中：Ｈｉ）を使用する。 
 

電波あり 
キャリアセンス 
閾値 

電波なし 
 
無線送信 
 

Hi 
ＳＴＯＰ＿ 
ＳＥＮＤ端子 

Lo 
 
 

図３－8 無線送信の遅延 

 

2.1 秒 

遅延 

送信条件成立

無線送信遅延中

35 秒以上 
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３．６信号レベル付加機能 
 
 伝送電文を無線受信し、有線出力する際、出力データに受信時のキャリアセンスの情報を
付加することができる。 
また、受信時のキャリアセンスの情報は、ビット確定直後から４回サンプリングした結果
を平均したものとする。 
 
３．７バージョン応答機能 
  
 プッシュＳＷを押下すると、有線でバージョン番号が出力される。応答するバージョン番
号は、『AKU67_0117』である。(キャラクタコード、STX,ETX付き) 
 
３．８ＥＥＰＲＯＭ初期化機能 
 
 下記手順で起動・操作することにより、EEPROMの設定状態を初期設定状態（工場出荷
時の状態）に戻すことができる。 
 
１．プッシュボタンを押下しながら、電源を投入する。 
  送信 LEDと受信確定 LEDが 250m秒毎に点滅する。（最大 5秒間） 
２．上記点滅中に、再度プッシュ SWを押下する。 
３．送信 LEDと受信確定 LEDが 1秒間消灯し、EEPROMを初期設定状態に戻す。 
４．３処理が正常に終了したら、送信 LEDと受信確定 LEDが２秒間点灯する。 

 
  尚、 

 
・手順２で最大５秒間の点滅で再度プッシュ SWが押下されなかった場合 
・手順３の処理が正常に行われなかった場合 
 
は、手順４の LEDによる正常終了報知を行わず、市場モードで起動する。 
 
 
 
 
電源 
 
プッシュ SW 
 
送信 LED・ 
受信確定 LED 
 
 
 
EEPROM 
書込み 

   
図３－９ EEPROM初期化機能タイミングチャート 

 
  

５秒

１秒 ２秒
２５０ﾐﾘ秒 
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４．ＬＥＤ表示仕様一覧 
 
（１）起動時表示 
 
 
送信ＬＥＤ 
受信確定ＬＥＤ 
 
 
（２）送信時表示 
 
ＴＸＤＡＴＡ 
 
送信ＬＥＤ 
 
 
（３）受信確定時表示 
  
ＲＸＤＡＴＡ 
 
受信確定 
 
 
 
（４）ＥＥＰＲＯＭアクセスエラー表示 
 
 
送信ＬＥＤ 
受信確定ＬＥＤ 
 
 
（５）ＰＬＬロックエラー表示 
 
 
送信ＬＥＤ 
受信確定ＬＥＤ 
 
 
 
※上記（４）、（５）のエラー表示された場合は、速やかに弊社へご連絡下さい。 
 

２秒 

０.５秒

０.５秒 

０.５秒 

３秒 
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５．無線電文仕様 
 
５．１伝送速度・符号形式 
 
 伝送速度 ２４００ｂｐｓ 
 符号形式 ＮＲＺ符号 
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６．有線電文仕様 
 
移行のコマンドを使用して、無線ユニットの設定を変更及び読み出す場合は、始めに設定モ
ード移行動作を行ってください。 
 
（設定モード移行方法） 
 メッセージとして、“＊＊＊”（アスタリスク３文字）を送信する。 
 返信メッセージとして STX＋“＃”＋ETXが送信される。 
 
 設定モード中は、設定 Bに関わらず、STX、ETXで囲まれたデータを通信する。 
また返信は、コマンド文字を小文字化する。 
設定モード開始から５分以上が経過した場合は、設定モードを終了する。 
 

 (注)設定モード中にプッシュＳＷを押下してバージョン応答機能を利用した場合は、設定
モードを強制的に終了します。 

 
※        ：接続機器→無線ユニットに対して送信するコマンド 
 
※        ：無線ユニット→接続機器に対して送信するコマンド 
 
 
６．１バージョン情報（コマンドＶ） 
 

Ｖ 
 
 

ｖ １ ３ ７ □ □ △ △ 
 
                    □□：ハードリビジョン(00h～FFh) 
                    △△：ソフトバージョン(00h～FFh) 
 
６．２モニタモード設定（コマンドＭ） 
   

Ｍ ＝ 〇 
 
  〇：状態設定（0～2） 
    0：無条件出力（default） 
    1：グループの識別有り 
 2：個別 IDの識別有り 
 

ｍ ＝ 〇

 
           （※設定エラー時（範囲外の設定値の場合等）は〇に“＊”） 

詳細： 
コマンド【Ｖ】ではハードリビジョン、ソフトバージ

ョンの応答を行う。 

→無線ユニット 

無線ユニット→ 

→無線ユニット 

詳細： 
コマンド【Ｍ】では無線受信データ→シリアル送

信時の設定を行う。 
 
Ｍ？で設定値を応答する。 

→無線ユニット 

無線ユニット→ 

無線ユニット→ 
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６．３シリアル出力フォーマット設定（コマンドＢ） 
   

Ｂ ＝ 〇 
 
〇：シリアル出力フォーマット設定 

（0～2） 
    0：STX,ETX 付加なし（default） 
    1：STX,ETX 付加あり 
 2：STX,ETX,BCC 付加あり 
 

ｂ ＝ 〇

 
           （※設定エラー時（範囲外の設定値の場合等）は〇に“＊”） 

 
６．４送信フレーム数設定（コマンドＦ） 
   

Ｆ ＝ 〇 
 
〇：フレーム数設定（1～4） 

    1：1フレーム 
        ： 
    2: 2 フレーム（default） 
        ： 
 4：4フレーム 
 

ｆ ＝ 〇

 
           （※設定エラー時（範囲外の設定値の場合等）は〇に“＊”） 
 

６．５無線伝送路ＣＲＣチェック設定（コマンドＥ） 
   

Ｅ ＝ 〇 
 
〇：ＣＲＣ付加設定（0～1） 

    0：CRC 付加及びチェックなし 
（default） 

 1：CRC 付加及びチェックあり 
               
 

ｅ ＝ 〇

 
           （※設定エラー時（範囲外の設定値の場合等）は〇に“＊”） 

詳細： 
コマンド【Ｂ】ではシリアル出力フォーマットの設

定を行う。 
 
Ｂ？で設定値を応答する。 

詳細： 
コマンド【Ｆ】では無線送信フレーム数の設定を

行う。 
 
Ｆ？で設定値を応答する。 

詳細： 
コマンド【Ｅ】では送信時のＣＲＣ付加と受信時

のＣＲＣチェック有無の設定を行う。 
 
Ｅ？で設定値を応答する。 

→無線ユニット 

無線ユニット→ 

→無線ユニット 

無線ユニット→ 

→無線ユニット 

無線ユニット→ 
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６．６設定値のＥＥＰＲＯＭ保存（コマンドＷ） 
   

W 
 
  

ｗ 〇

 
          〇：（0～1） 

              0：書き込み正常終了 
1：書き込みエラー発生  

  
 
６．７リセット処理（コマンドＲ） 
   

Ｒ 
 
  
 
             なし 
 
６．８使用周波数設定（コマンドＣ） 
 

Ｃ ＝ 〇 
 
〇：使用周波数設定（1h～4h） 

    1：CH1（default） 
    ： 

4：CH4 
 

ｃ ＝ 〇

 
           （※設定エラー時（範囲外の設定値の場合等）は〇に“＊”） 

詳細： 
コマンド【Ｗ】では設定パラメータをＥＥＰＲＯＭ

へ格納する。 

→無線ユニット 

無線ユニット→ 

詳細： 
コマンド【Ｒ】ではＷＤＴを利用した強制リセット

を発生させる。 

→無線ユニット 

無線ユニット→ 

→無線ユニット 

詳細： 
コマンド【Ｃ】では使用する無線周波数のチャン

ネルを設定します。 
 
Ｃ？で設定値を応答する。 

無線ユニット→ 
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６．９グループの設定（コマンドＧ） 
   

Ｇ ＝ 〇 〇 〇 〇
 
〇〇〇〇：グループ識別子 

（0000h～FFFEh(default)） 
 
 

ｇ ＝ 〇 〇 〇 〇

 
（※設定エラー時（範囲外の設定値の場合等）は〇〇〇〇に“＊＊＊＊”） 

 
６．１０登録情報の登録及び消去と登録情報の読み出し（コマンドＴ） 
   
 

Ｔ ＝ 〇 ？

 
〇：登録Ｎｏ－１（0～9h） 

       (※登録Ｎｏは 1～10) 
 
 

ｔ ＝ 〇 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

 
◇◇◇◇◇◇：登録Ｎｏ〇＋１に登録されたＩＤ（000000～999999 又は未登録時 FFFFFF） 
（※設定エラー時（範囲外の設定値の場合等）は〇◇◇◇◇◇◇に“＊＊＊＊＊＊＊”） 
 
 

Ｔ ＝ 〇 ＿ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ＿ 
 

〇：登録Ｎｏ－１（0～9h） 
       (※登録Ｎｏは 1～10) 

 
◇◇◇◇◇◇：登録Ｎｏ〇＋１に登録するＩＤ（000000～999999） 

登録消去時は FFFFFF 
 

ｔ ＝ 〇 ＿ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ＿ 
 
◇◇◇◇◇◇：登録Ｎｏ〇＋１に登録されたＩＤ（000000～999999 又は未登録時 FFFFFFh） 
（※設定エラー時（範囲外の設定値の場合等）は〇◇◇◇◇◇◇に“＊＊＊＊＊＊＊”） 

 

詳細： 

コマンド【Ｇ】ではグループ識別子（4byteHEX）

を設定する。 

 

Ｇ？で設定値を応答する。 

→無線ユニット 

無線ユニット→ 

詳細： 
コマンド【Ｔ】では指定された登録ＮｏのＩＤを登

録及び消去する。 
 
Ｔ＝〇？で登録情報の応答を行う。 

無線ユニット→ 

→無線ユニット 

無線ユニット→ 

→無線ユニット 
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６．１１ユニットＩＤの読込み（コマンドＸ） 
   

Ｘ 
 
 
 
 

ｘ ＝ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

 
◇◇◇◇◇◇：ユニットＩＤ（000000～999999） 

 
           （※設定エラー時（範囲外の設定値の場合等）は〇に“＊”） 

 
６．１２設定モードの終了（コマンドＱ） 
   

Ｑ 
 
 
 

ｑ 〇

 
              〇：設定モード終了結果 
                0：正常終了 
                1：異常（設定ﾓｰﾄﾞ継続） 
              （※設定エラー時（範囲外の値の場合等）は〇に“＊”） 
 
６．１３エラー情報問合せ（コマンドＺ） 
   

Ｚ ？
 
 
 
 
 

ｚ ＝ 0 0 × □ ◎

 
各情報とも０：正常、１：エラーを示す。 
×：EEPROMエラー情報 
□：ＰＬＬロックエラー情報 
◎：送信時キャリアあり 

（※設定エラー時（範囲外の設定値の場合等）は 00×□◎に“＊＊＊＊＊”） 

詳細： 
コマンド【Ｘ】では機器の固有ＩＤ６桁を読込み応

答する。（情報の取得のみ可） 

→無線ユニット 

無線ユニット→ 

詳細： 

コマンド【Z】は、無線ユニットのエラー情報を応答す

る。。 
 

→無線ユニット 

無線ユニット→ 

詳細： 
コマンド【Ｑ】では設定モードを終了する。 
（設定モードへの移行は『＊＊＊』で行う。） 
 

→無線ユニット 

無線ユニット→ 
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６．１４信号レベル付加設定（コマンドＯ） 
   

Ｏ ＝ △ 
 
△：信号レベル付加設定（0h～1h） 

    0：ＡＤ値付加なし（default） 
 1：ＡＤ値付加あり 
 

ｏ ＝ △

 
           （※設定エラー時（範囲外の設定値の場合等）は△に“＊”） 
 

（注）無線伝送路ＣＲＣチェック機能を利用中(E=1の時)は、本コマンドの応答値が  
    適切ではありません。あらかじめご注意下さい。 

詳細： 
コマンド【Ｏ】では受信データ出力時にキャリア

ＡＤ値を付加した電文を出力するか否かの設

定を行う。 
Ｏ？で設定値を応答する。 

→無線ユニット 

無線ユニット→ 
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７．外観図 
 
 


